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I線虫研究の歴史

欧米における線虫研究の歴史についてはG.B.Peters
の論文によると，だいたい17世紀の顕微鏡が発明された

頃とほとんど同時代に線虫も発見されたようである。す
なわちPetrusBorellus(1656)が食酢のなかの線虫を

見つけたのが線虫発見の最初で，これから約100年後に
』．H.Needham(1743)がコムギツプセンチユウを発見

している。これが植物寄生性線虫の研究の糸口となった

ことはいうまでもない。

19世紀に入るとイギリスのH，C・Bastian(1837-

1915)，ドイツの』.A､O.Biitschli(1848-1920),zI-

ランダの』．G.deMan(1850-1930)らが相ついで土

壊線虫の形態・分類面の研究を行い，大いなる業絨を残

している。さらにこの時代にアメリカのN.A・Cobb

（1859-1932）はドイツに留学して線虫学を学び，土壌

線虫の生態研究の面で，土壌からの線虫の分離とかその

他実験法を確立し,.@Nematology''(線虫学）というこ

とばもCobbによって最初に使われたものといわれてい

る。なお，7年前になくなったイギリスのT.Goody
<1885-1953）もCobbとともに近代線虫学の開祖とし
て，その貢献はきわめて大きい。

ひるがえって我国の土壌線虫の研究をみると，欧米に
.くらべて遅れ，今世紀初期にはじめてダイズシストセン

チュウによる被害の報告がなされた。そして長倉快一郎
（1930）がネコプセンチュウの生活史に関するきわめて

詳細な研究を発表して注目をあびた。
この昭和のはじめ頃，東大において鏑木教授はI]本の

応用動物学の研究・教育にまい進され，二化めい虫をは
じめ土壌線虫の研究など，日本農業の発展に寄与され

た。ま･た千葉県の哩鳴試験地の近藤技師たちは，第2次
大戦のはじめから戦後にかけての最も苦しい時代をサッ
マイモネコブセンチュウの生態・防除にlflする研究を

統け，この業紬は特筆されなければならない。

Ⅱ土壌線虫の穂類と分布

シストセンチユウ北海道・東北を中心として，40

敗ｲ|袖からその被害が,氾戦されているダイズシストセン

チユウは，岐近我国の大豆地,|ifのいたるところにその発
生が‘慰められてきた。

また'唯稲の述作I職ifの原因の1つとしてオカポシスト

センチュウが問題となっている。

ムギシストセンチュウについては，ヨーPシバでは被

害があるといわれているが，我国においては千葉県の喫

鳴試験地で数年前に発見されて以来，いまだにその地域

分布や被害については不明である。

ネコブセンチュウ北海道から九州まで全国的に分

布し，とくにその蔬菜に対する被害がいちじるしい。加

害部がゴールを形成するので発見も容易である。最近で

はリンゴ．モモ．イチヂク・その他果樹にも寄生が認め

られ，長野県園芸試験場では枯死したリンゴ樹を掘りと

って，地下3mの深さの根から生きたネコプセンチュウ

のメス成虫を見付けている。

この線虫の寄生範囲はきわめて広く，防除の上からも

亜要な問題となっている。

この属には我国ではサツマイモネコブセンチュウ・キ

タネコプセンチュウ・アレナリヤおよびジヤバニカの4

系統があり，世界では12系統が記載されている。

ネグサレセンチュウ九州の甘藷にその被害がひど

く，最近長崎県の馬鈴薯にもその被害が認められ，試験

地の新設をみた。

蔬菜では関東のゴボウ・人参をはじめ，岩手県でもそ

の被害が報告され，静岡県下では茶樹にこの線虫による

加害が認められ，その分布は意外に広いものと考えられ

る。

ネグサレセンチュウ属の種の分顛については，いまだ

に分頚学者間で検討中である。

外部寄生性線虫埼玉県のゴボウから一戸氏によっ

てRりjyIe'2c〃“24sが発見され，昨年夏に行われた土壌

検診の結果SpiralnematodeのHHe"℃"沈泥ご""およ
O<PinnematodeのPa""yle泥じん"sなどが各地で発見

され，近時アメリカで問題となっているこの外部寄生性

線虫が我国においても問題になりつつある。

Ⅲ線虫の実験法

liij述したようにN、A・Cobb以来，土壊線虫の研究

は生態的な分野への発展をとげ，イギリスRothamsted

の試験場の線虫研究者などの研究によって，その実験法

が確立されつつある。またオランダWageningenの

OostenbrinkおよびSeinhorstなども土塊中からの線

虫の分離法について検討し，それぞれ分離装価を考案し

た。
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現在我国で一般に用いられている土壌線虫の分離法
は,Baermamlロート法といい，これは土壊中から人
体寄生虫の幼虫を分離するために，今から約40年前に
mermannによって用いられた方法を改良したものであ
る。

mer'nannロート法は，土壌中にいる自動性を有する
線虫を集めることが主体となっている。土壌中にいる自
動性を有する線虫とは，ネコプセンチュウ．シストセン
チュウの幼虫期のものあるいはネグサレセンチニウ．外
部寄生性線虫・その他各種の自由生活性線虫である。
この方法について簡単に述べれば，土壌約30～50gを

布叉は紙に包んで，水を入れたロートの上にのせておく
と，16～24時間後に線虫は水のなかに瀞出する。これを
その目的にしたがって計数するなり，同定・分鍼するの
である。

この他飾別法といって，標準節を使用して土壊を水中
でふるい別けながら線虫を分離する方法がある。その調
査の目的にしたがって，約500gの土壌を最初20メッシ
ュぐらいのあらい飾からふるいはじめ，200メッシュ，
270メッシュあるいは300メッシュぐらいまでふるって，
最後にBaermannの原理によって線虫を集めるのであ
る。

非自動性のシストを分離するためには，流水によって
シストを浮満させて集める方法が用いられている。これ
には風乾土壌の約500gを一度に使用できるFenwickの
缶を用いるのが便利である。

なお，植物体から線虫を分離するには，植物体をバラ
バラにほぐして，組織内から直接線虫を取りだす方法
と，被検植物をそのまま湿った状態に数日間おき，自動
的に線虫を溝出させる方法がある。

さらに線虫の実験法としては，分離した線虫を固定し
て標本とする各種の操作とか，殺線虫剤の検定のための
方法などがある。

Ⅳ線虫の防除

適切な土壌線虫の防除を行うためには，線虫の生態的
考察が充分になされることが必要である。すなわち，環
境としての土壌と被害を受ける作物と，それから線虫自

身との3者の関連を把握してはじめて防除の効果をあげ

ることができるのである。

土壌線虫は種によってそれぞれ異った生活環をもって

いるけれども，その線虫の成長過程のほとんどを植物体

で行い，幼虫期には土壌中を移動しているものが多い。

また，卵やシストは土壌中にあって越冬すると考えられ

る。

寮た，線虫には固有の作物に寄生する，いわゆる寄生

選択性があり，一方作物には，線虫の加害に対して強い．

抵抗性品種がある。

このような線虫と寄生作物との相互作用を利用して，

たとえば作物の播種期を線虫の発生期からずらせると

か，あるいは輪作を行ったり，抵抗性品種をつかって土

壊中の線虫密度を減らすなど耕種的な防除法が考えられ

るのである。

さらに線虫の防除のためには殺線虫剤が用いられてい

る。現在使われている殺線虫剤は，そのほとんどが土壌

くんじょう剤であり，したがってこれを効果的に使うた

めの種觜の土壊条件がある。なかでも水温・水分・空げ

き量などは，薬剤のガス化，土壌への吸着。かく散など
の点から考えて重要な条件となっている。また薬剤は土

壌中の線虫のステージを充分に把握してもつとも適した
ものを使用すべきである。とくに冬期には卵・シスト態
のステージが土壌中に多いので，これに対しては殺卵性
の高い薬剤を使うことが望ましい。

なお土壊くんじょう剤は，これを潅注して土壌中でガ
ス化し線虫に作用させるのであるから，ガス化したガス
が外に逃げださないように土壌の表面にメバリをするこ
とが大切である。これには鎮圧といって潅注したあとで
土をふみかためたり，水をまいて地面のメパリをする水
封という方法がとられている。

このように鎮圧あるいは水封によって薬剤が土壌中の
線虫に完全に作用したならば，こんどはこのガスをとり
去るためにガス抜きをしなければならない。ガス抜きを
しないと，線虫は死んでもそこに植えつけた作物が，薬
剤のガスのために被害を受けることがあるのである。作
物に薬害を与えないために必ずガス抜きをしなければな
らない。
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